
新人看護師  ホップ・ステップ・ジャンプ（１週～４週まで）

１週目 病院の組織の理解 　　身だしなみ 　　挨拶と返事 　立ち居振舞い 　敬語の使い方 　患者の権利を守る
□業務規定を頭にいれて □ユニフォーム、シューズ、 □患者、職員に挨拶する □疲れてもダラダラしない □職場では公私混同しない □不用意なおしゃべりに
　行動している 　名札 □勤務開始，終了時 □廊下を走らない □敬語がきちんと使えて 　注意する
□病院職員としての自覚を □髪、爪、化粧 　挨拶する □騒音を立てない、乱暴で 　いる □患者の立場を理解し、個
　をもつ 　アクセサリー □返事ははっきりする 　ないなど、患者を配慮した  人を尊重して関わっている
□公私の区別をつけて働く 　行動を心がけている □私語、特に患者の噂話は
□時間の余裕を持って勤務 □明るい笑顔と声かけ 　慎む
　に入る
□報告する習慣をつける
□病院の方針、理念を知る
□看護部の目標を知る

２週目 病院・病棟内の構造 　　感染防止行動 　　事故防止行動 チームの協調関係 　環境整備 でんわ・ナースコール
□病棟内の構造と配置を □確実で、充分な手洗い、 □投薬マニュアルに添って □迷ったり、わからないこと □患者の環境について □電話をとり、適切な応答が
　把握して働ける 　うがいが習慣になる 　できる があったら、遠慮せずに 配慮できている 　できる

□転倒・転落の防止行動を 　尋ねる 先輩・同僚を覚える □ナースコールに対応
□各部門の場所がわかる □常にマニュアルの手順 　とっている □指導されたことを次の看護 □スタッフの名前を覚える   できる

　通りの感染防止行動を に生かせるよう学習している （看護師、看護助手、医師）
　とっている □指導を受ける時、メモをとる □電話の転送ができる

夜勤まで 日勤帯の時間の流れ 　習慣をつける
□日勤帯の患者の療養 □感染防止対策の知識の □報告、連絡は確実に行える □院内ピッチがかけられる
　タイムスケジュールと、それ 　裏付けがわかる
　に伴う看護業務の流れが （基本的看護チェックリスト □ポケベル、ペーシング、
　わかる 　　　　　　　　　　　　　　参照） 　内線電話をかけることが

　できる

□廃棄物の区別ができる

□形式監査の内容を理解している

　　物品・機器類 患者さんへの言動 日常生活の援助 　記録の読み・書き
□救急カート（薬品、物品）， □患者が理解できる用語を 及び基本的看護技術 □勤務前にきちんと記録を
　酸素ボンベのある場所が 　使用する □基本的な日常生活の援助 読み、患者の状態を把握
　わかる □相手のペースに合わせて ができる するよう努めている
□よく使う物品のある場所を 　話す □自分だけにしかわから
　把握している □プライバシーの保持に □注射、点滴、与薬、採血が ない言葉は使わない
□よく使う機器、機材のある 　努めている  できる □カルテ全体に目を通す
　場所を把握している □はっきり発音している □清潔操作でガーゼ交換が □コストがとれる
□よく使う薬品のある場所を □否定的な言動は避ける  できる
　把握している □時間がかかっても、患者

　の言葉に耳を傾ける □看護手順の活用ができる
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